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東京の「街区」再考
ーその多様性の比較分析からー
"CITY BLOCK" RECONSIDERATION OF TOKYO
-COMPARATIVE ANALYSIS OF THE DIVERSITY-
古地友美
Tomomi KOCHI
主査　陣内秀信　　　副査　岡本哲志
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　I reconsider the meaning of the "city block" of Tokyo. According to the dictionary, the meaning 
of " city block " is " one compartment  surrounded by the street . Block ."Tokyo has  variety face 
such as "uptown, downtown, rural," and have orderly city block and organic "city block".I decipher 
"the city block" of Tokyo from comparative analysis  of the various cities.
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１．はじめに
（１）研究目的・方法
　街区という言葉の意味は、「街路に囲まれた一区画。
ブロック。」である。（新村出「広辞苑第 5 版」1998, 岩
波書店）だとすれば、広くて整然とした道に囲まれた場
合も、細く曲がりくねった道に囲まれた場合も街区と呼
べることになるだろう。
　東京の下町のように、一つ一つの街区が整然と並ぶこ
とで、都市を構成する単位となっているように見えるも
のもあれば、山の手のように、街区の形はひとつとして
同じものがないような有機形をしている場合もある。下
町では都市を構成する要素として、街区という存在を認
識でき、さらにその内部に整然と敷地が割られることは
想像できるが、山の手では、都市の中で街区がどのよう
な働きを担い、どのような敷地を内包しているのかは、
想像に難しい。
　本研究では、東京の多様な街区において、街区の形状
と敷地割がどのように対応しているかを明らかにするこ
が目的である。
　国内、海外諸都市における街区を取り上げ、東京の「街
区」との比較分析を行う。東京は都市形成の背景の違い
から下町、山の手、農村ベースの町という３タイプに分
類し、通時的に分析する。
２．街区の多様性
（１）古代の計画的街区とその変容パターン
a) 北京
　元の時代に、大街・小街・胡同という道によって囲ま
れた東西に長い矩形の街区が形成された。中国の風水思
想上、住居は南を向くことが理想とされていたため、多
くの住居が南側に入口を持つ事ができるよう、東西に長
い街区となった考えられる。元の時代は街区内を 10 戸
に分割していたと考えられているが、清の時代に四合院
形式の住宅を形成する過程で敷地割は変化していった。
　高密化に従い、街区北側にも四合院が現れるが、その
敷地は小さく、街区南側と北側建つ敷地の間にはヒエラ
ルキーが存在していた。
　胡同沿いに並ぶ四合院に対し、街区短辺の街路沿いに
は店舗住宅が密接に並んだ。非常に狭小な敷地であり、
坪庭をとりながら棟を平行に連続させる住居形式だっ
た。
　このように、街区の中に性格の全く異なる住居を密接
に配置させていた。四合院にも店舗住宅にも共通してる
のが、奥に居住空間を配置する点である。四合院は私的
意味が強い胡同に入口を設け、そこから北へ向かうにつ
れてさらにプライベートな空間を築いていた。店舗住宅
では棟を平行に三つ並べ、一番奥を住居としていた。矩
大街 小街
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図 1	北京の街区概念図
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形の街区といっても、その道には段階があり、公私の空
間を分けているのである。
b) 京都
　平安京の一辺 40 丈（約 120m）の「町」という街区
単位が現在まで継承されている。当時は「四行八門の法」
で 32 戸主に町人地割されたが、この地割は表通りに接
しない敷地があるため商業的要素の強い町人地に向か
ず、平安末期から中世にかけて街区は大きく変化した。
応仁の乱後、商業活動が活発になり、店
ま ち や
家が通りへ顔を
向けるようになったことで、街区の道にそって店が並ぶ
井の字型街区へと変化した。そして、道を中心とした両
側町の形態が生まれた。秀吉の時代には、街区を南北の
道で二分割して宅地利用の増進をはかった。
　ある程度の奥行きのある京都の街区では、うなぎの寝
床状の町家は裏の敷地を分割し、私的アプローチ空間で
あるロージを通す。上田篤氏の町家のコミュニティの調
査では、ロージに住む人同士の付き合いが表の町家に
住む人々の付き合いより深いことを示した。[*1]　さら
に、背接する別の町の敷地境界線に築かれた塀には、「ウ
ラキド（裏木戸）」がつけられ非常時に通り抜けできる
ようにしていた。だが、非常時だけでなく、日常のつき
あいの出入り口としても使われるという。北京とは異な
り、街区の奥にコミュニティが生まれやすかったのは、
敷地間にニワやロージなどの緩衝空間があったからとい
える。表通りを挟んで両側町が形成されていたが、街区
のあんこ部分に濃密なコミュニティ空間が存在した。
（２）有機的につくられた都市の「街区」
d) チュニス
　中庭型住居が密集して並び迷宮空間をつくり上げてい
るチュニスは、①．市門とメディナの中心部をつなぐ道、
②．①の通りを結び、隣接する街区（ここではまちの単
位の意）相互を結ぶ通路。③．街区内の地域までに通じ
る道。④袋小路状の道と、段階のある道で構成される。
　住居地域の街区は比較的大きい。それは、「奥」に価
値を見いだすイスラーム都市において、街区が大いほう
が、より奥性を高められるからだろう。特に①の道に沿っ
たガワ部分に店が並び、アンコ部分は住居機能という二
面性がある。
　中心部にはスーク（小さな店舗の集合体）が並ぶ。スー
クは道を中心に両側に並ぶが、その組織が順を追って通
されることで街区がつくられる。住居地域とは異なり、
道を通すことで小さな街区を形成した。最も小さくなる
街区は背中合わせに並ぶが、背割り線は持たない。街区
の中に空間がある場合には学校や倉庫などの様々な機能
がその中に入り込む。
＊）ダマスクス
　ダマスクスにおける街区とは、街路に囲われた区画を
指すのではなく、都市のある地域に住む人々の日常生活
やコミュニティの基本的な単位に相当するものである。
街区は「ハーラ」あるいは「マッハラ」という言葉を使っ
ていた。[*2] ソヴァジェの街区では、折れ曲がった路地
のような道を中心にそこから分岐する袋小路に戸口を向
ける住宅群が街区なのである。街区の中に、モスク、ハ
ンマーム、小市場、泉、共同のパン焼き場が備わり、道
の入り口には、街区門がついていた。街区とは道を中心
とした領域であり、敵から身を守る自治機能を持った集
合単位なのである。
＊）シャッカ
　シチリア島のシャッカはチュニジアから入ったアラブ
人の手によって形成された斜面に発達した港町である。
図 3	ソヴァジェの街区
（陣内	秀信 ,	新井	勇治	「イスラーム世界の都市空間」）	
図 2	町家のウラキドの存在
図 4	シャッカの街区
Hosei University Repository
　その街区の特徴となるのが、袋小路の空間（コルティー
レ）である。そこは、よそ者は入りにくい近隣の住民の
ためのセミ・パブリックな空間である。南側の起伏に富
んだ地域では、地形に応じながら住宅が建ち並んだた
め、有機的な形の街区と袋小路が生まれた。
　一方、斜面を昇りきった北の平坦地は、中世後期につ
くられた新しい地区で、大規模かつ整った形の街区で
ある。新たな街区にも南側の古い地区で培われたコル
ティーレを街区の中に取り込んだ。街区の形状はその地
形や時代で変化しながらも、その内部では袋小路の共同
空間を受け継ぎ、シャッカの伝統的な住環境を保ち続け
ていたといえる。
（３）近代につくられる合理的な街区
e) ニューヨーク
　1811 年にコミッショナーによって提案されたグリッ
ドプランにより元の微地形や自然の上に、直線の道を敷
くことで街区を形成した。街区形状は東西に長い矩形で
あり、街区内部は同じ面積の敷地を街区内に合理的に並
べた。街区の中心には明確な背割り線が通されている。
　1860 年以降、人口増加に伴い、居住環境は不衛生で
劣悪な環境に置かれたことで、1870 年代に街区の大き
さが問題視される。街区を分割、縮小、路地を通すなど
の提案がされたが、結局変更はなかった。厳格なグリッ
ドが現在でも守られているのである。
　ジェーン・ジェイコブス氏は、著書「アメリカ大都市
の死と生」において、街区内部に一切道がはいり込まな
いということは、人々はどこへ行くにも単調な道を通る
こと、そして街区を挟んだ反対側の道へ行くにも、大き
く遠回りをすることになるため、人々が利用する場所が
限られることを危惧している。
f) パリ
　中世の城壁外を見ると、道の境界線から建物が建ち、
その後ろに庭園や畑を配置した「うなぎの寝床」状の敷
地形態が見られる。街区は、道とそれに付く細長い敷地
に建つ建物という線状の組織が、順番に重なることで形
成された。中心部の街区でも、うなぎの寝床状に建物が
建ち並び、街区を囲んだ。街区内側の空閑地は庭園や畑
の機能を持っていた。都市が高密化に伴い、敷地両脇の
境界線に沿って奥へ建物をのばし、さらに背中の境界線
にも建物を建てることで、中庭型集合住居を形成した。
　住居が高密化に伴い、19 世紀以降街区内の建物が密
集した場所を中心としてコレラが蔓延するなど問題と
なった。
　オスマンは中心市街地の密集化問題を解決すべく、街
路整備によるパリの大改造を行う。彼は道路の拡幅や建
築線の規制よりも新道の整備を好み、街区内部を突っ切
る道路も建設していった。超過収容により、沿道の土地
も強制的に取得することで、中世のうなぎの寝床状の敷
地は、縦横比の平均的な敷地へと変更された。
　街路新設によってできた三角形など不整形の街区内の
敷地割は、①区画地は道路との垂直性を厳守。②街区内
部の背割線は、道路交差角の二等分線をなす。③各区画
地の縦横比は平均化される。[*7] という原則に従った。
しかし、街区が大きくなるほど明確な背割り線を通すこ
とは難しく、結局表側は整然と見えても、裏の中庭部分
で不整形な敷地を処理していた。
　19 世紀前半の 40 年ほどの間に、パリ市内に無数の
パサージュがつくられた。街区のあんこ部分を利用して
商店がたくさん並ぶ道を計画するのである。街区のがわ
とあんこの空間をたくみに使い分け、その空間の特性を
活かす手法といえる。
g) 彰化
　日本の植民下に置かれた彰化は、1898 年から軍事目
的の道路、鉄道などの建設事業が始まる。既存の狭く
曲がりくねった道でネットワークされた都市はそのまま
に、上から広幅員の整然とした街路ネットワークを切
り開いた。新たな街区が挿入されることで、建築の一
部分を削られる場合
や、逆に使い物にな
らないような建築の
一部分のみ残る場合
もあった。新たにつ
くられた道路に顔を
向ける建築がどうな
ろうと気にしていな
かったといえる。その後地主やデベロッパーによって
徐々に新たな道沿いに店舗併用住宅の建設が行われて
いったという。細く曲がりくねった道に接していた建物
が、市区改正で都市の表へと突然出されることで、建築
も転換していった。道路によってどんなに敷地が小さく
なってもその敷地を手放さなかった人もいたそうだ。
　グリッド沿いが明確なパブリックな空間として、計画
に入らなかった路地はプライベートな空間として不自然
にもがわとあんこの関係性がつくられたといえる。
図 6	有機的ネットワーク上に敷かれた街区
青井哲人「彰化　一九〇六年	　市区改正が都市を動か
す」編集出版組織体アセテート、2007 を元に作成
図 5	パリの地籍変化
左 )13-16 世紀の地積図、	右 )1969 年の地積図
松政貞治「パリ都市建築の意味−歴史性」中央公論美術
出版、2005
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３．東京における「街区」
（１）下町における「街区」
a) 近世の街区
　江戸の計画当初から京間 60 間の明確な単位を用いて
街区割を行った。これはあくまで枠組みであり、実際に
街区内部に町屋敷を建設する際には江戸城へ向かう主要
な道にそった辺から順番に奥行き 20 間でブロック割が
された。内側に会所地を設けた井の字型の街区は、当時
の京都の井の字型街区を手本にしたものだといえよう。
さらにこの街区が枠組みに過ぎないといえる理由は、町
が道ごとに区分され、町の両端木戸を設けて両側町で自
治を行っていたからである。
　京都と同じく、町屋敷は表通り沿いの表店と奥の路地
を通して両側に長屋が並ぶ形態だった。長屋がならぶ路
地は共同井戸や共同便所が置かれ、路地をはさんだ共同
体をつくりあげていた。路地の入り口にも木戸け、共同
自治を行っていたようだ。明暦の大火以前、会所地は街
区内の家屋から出るゴミ溜めの場、また下水の最終処分
の地として当てられていた。路地の中心に下水を引き、
それが必然的に会所地に集まる合理的なしくみをつくっ
ていた。
　明暦の大火後は街区が再編されることで、町が同じ街
区内で背中合わせになったり、表裏が通りに接するもの
も出てきた。町が背中合わせになる場合、長屋の路地に
木戸を設けても、裏の町の境には木戸がないので裏へ抜
け出ることができた。[*3] 京都の路地における、ウラキ
ドで背接敷地へ行き来するしくみと似ている。
　背割り線部分には下水を通して境界線を明確にしてい
た。下水の幅を狭め屋敷の坪数を増やすものもはいくつ
かあったようだ。建物が背中でぴったりくっついていれ
ばこのようなことは起きないだろうが、僅かなあいまい
な空間によって、敷地争いの対象となっていた。
　b) 近代化の過程
　明治に入ると木造建築物が密集し火災が絶えなかった
下町では防火対策を含めた街区形成を行う。銀座では明
治の大火後に通り沿いに煉瓦街が建設された。街区のガ
ワは煉瓦で固められたが、アンコ部分は木造の長屋や一
戸建てが残り、街区の中心に路地を通して住民たちがコ
ミュニティを形成していた。
　関東大震災後の帝都復興計画では、都市計画法で制定
されたパリを手本とした超過収容による土地区画整理に
よって、街区が大きく変化した。街区という「面」の分
割により、多くの宅地が道路に接するよう街区を分割す
ることが目的であった。復興局土木部長の太田圓三は従
来の街区の大きさに対する家屋の小ささと、路地の不衛
生さ、路地に接する宅地の価値の低さを指摘する。不便
で価値の低い裏屋や路地など「街区の裏側」（＝アンコ
部分）の存在を消し去る目的で、街区を分割していった
といえる。
　土地区画整理の設計方針として、「区廓の長軸は成
な る べ
可
く主要道路に平行せしむる様、区廓の配列を定むるこ
と。」「１区廓の長軸の長さは其短軸の２倍乃至４倍とな
すこと。」「１敷地の奥行並
ならび
に開設すべき道路の最小幅員
は地域、地区並に土地の実情を斟酌し之を決定すべきも
大略下記標準に依ること。」とある。[*5] さらに、建築
と街区の大きさを対応させるため、街区の大きさは用途
地域によって変えられた。
　以上より、街区は矩形が基本で、街区の縦横の比率を
平均化しようとしていたことが分かる。また、通りに対
して一定の奥行きを定めることで街区の「裏側」部分が
できないような形とした。さらに江戸と同じく背割り線
は明確に指定された。ニューヨークの近代合理的な街区
の背割り線のようでもある。
　指定された街区寸法は 60 間〜 120 間と書かれている
ことから、江戸の 60 間の基準寸法はそのままだった。
　街区が再編されると同時に、町域と街区の関係も変化
した。道を挟んだ両側町だったが、道が町の境界とな
り、街区の単位が町の単位となった。これにより町内の
コミュニティ形成が難しくなったといえるだろう。
　日本橋横山町では区画整理を受け三角形の街区となっ
た。斜めの道が通されたにもかかわらず、敷地割はそれ
までのグリッドの方向が維持されたために、建物の一部
が切り取られたような不整形の敷地が生まれた。パリで
は、沿道の敷地割は道に対して垂直になるように割った
原則と異なる部分だ。東京の区画整理では、建築資材の
図 7	土地区画整理事業における街区の基準寸法	
太田圓三「帝都復興事業に就て」復興局土木部 ,1925
図 8	通りに対して不整形となる敷地
整理後 敷地と建物の非対応
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不足から一挙に建て替えができず、バラックがそのまま
換地先へ移動させられ、徐々に本建築を建てた [*6] た
め、街区を変化させても、街区のガワ部分であるファサー
ドが統一されることはなかった。また、街区を分割して
も結局内部に裏屋はでき、路地を通す形態は残ることに
なった。
　復興局土木部長であった太田氏は、「帝都復興事業に
就て」で、立派な道路が完成しても、建築が以前と変わ
らず小さな家がすきまなく並んでいては計画の効果は減
少すると述べる。そこで、現住者の協議の上で建築会社
に依頼し、建築費年賦償還で鉄筋コンクリート造三階建
の耐火耐震共同家屋を街区まるごと使って建築した場合
の想定も行っていた。
　共同住宅の１戸が、月々 250 円を 13 年間払えば完全
にその場所を自己の所有とすることができるとしてい
る。街区まるごと建て替えは実現しなかったが、九段に
かつて存在した「九段下ビル（旧今川小路共同建築）」
では震災復興で街区の一辺を近隣の商店がの共同出資で
共同複合住居に建て替えたものである。
（２）山の手における「街区」
　山の手は、元々は農村であり、その当時の踏み分け道
が山の手の都市形成の最初の基盤となったと考えられ
る。明暦の大火直後に描かれた「明暦大火大絵図」では
中心部から郊外の土地利用状況を見ると、中心地に大名
屋敷や町人地−郊外に近づくと農道的道に沿って町人地
が並ぶ様子、そしてさらに中心から離れると、道や川沿
いの田畑の間に家がポツポツと建つ農村の風景が広がっ
ていることが分かる。中心と農村の中間地点の、道に町
人地が貼り付く形態は、中世パリの城壁外に広がって
いった農村形態と似ている。両側町的組織形態が山の手
のベースにあるといえよう。
a) 近世の町割り
　地形の複雑な山の手で、計画的に街区をつくることが
できたものは、⑴特に江戸初期において、強い意志によっ
て計画的につくった場合。⑵谷地、埋め立て地など平坦
な地形が続く場合。⑶大名屋敷などの土地の細分化の過
程で、平坦な場所に割る事ができた場合だと分かった。
　四ッ谷・市ヶ谷・小石川につくられた組屋敷は、立地
条件の良い高台に計画的につくられる。街道や一般の生
活道路に形成するのではなく、新たに道を引いて、その
両側に整然と「京型」の屋敷割をした。道に木戸を設け
閉鎖性をもち、まとまりのある落ち着いた住環境をつく
りあげていた。各敷地は裏行き 20 間であり、東西方向
にのびる道の両側を短冊状に割るように配置される。そ
れが背接することで短辺 40 間の長方形街区となる。市ヶ
谷牛込の御徒組屋敷では、東西の道の両側に組屋敷が配
置する一方で、街区短辺に接する道沿いには町人地を形
成していたり、武家地がその道に顔を向けて敷地割され
ていた。北京のように、街区を構成する道に従った居住
空間がつくられていた。
　明暦の大火以降のスプロールの過程では、大名屋敷を
分割し新たに街区をつくった。大名屋敷は台地上にあっ
たため、直線の道で街区をつくることが可能だった。赤
坂の青山大膳亮の屋敷の分割では、屋敷の間口寸法は、
おおよそ 106 間である。間口に対して垂直に引かれた
分割線は約 6：4 の位置に引かれているため、60 間と
40 間の基準寸法で割ろうとしていたと考えられる。可
能な限り基準寸法を用いて街区割をしようとしていた。
　一方で、地形にそって曲がりくねった道によって囲ま
れた不整形な「街区」が存在する。
　街区を構成する道は高台を通る尾根道と谷筋を通る
道、そして入り江の中心線に引かれた道である。台地上
の道はゆったりとした敷地を持つ大名屋敷が並ぶ。一方
谷道には町人地や下級武士が並ぶ。そして入り江に通さ
れた道の両側に組屋敷が形成する。窪地の地勢を活かし
セミプライベートな空間を確保しているといえよう。
　もう一方の入り江では、背後の斜面を活かして寺が配
置され、道に沿って門前町が両側に並ぶ。門前町は背後
の崖に規定され狭小な敷地に形成している。以上のよう
に、街区を構成する各道は、それぞれ別の集合体を築い
ていた。各道や集合体が形成された時期もそれぞれ異な
るだろう。山の手においては尾根道に沿って配置された
大名屋敷、台地の突端に配置された大名屋敷が最初だと
考えられる。そして、谷筋の道沿いは農村時代のベース
があり、町人地として繁栄する。最後に地勢の悪い窪地
も利用すべく道を通し敷地を合理的に並べたのだろう。
　段階を経ながら各道ごとに別々の組織が築かれること
図 9	区画整理を受けた日本橋本町の街区と路地	
( 昭和 7〜 11 年の火災保険特殊地図を元に作成 )
図 10	街区内における共同建て替えの提案	
太田圓三「帝都復興事業に就て」復興局土木部 ,1925
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で、最終的に「街区」となったといえる。江戸の封建的
社会における身分や山の手の地形が重なりることで強い
ヒエラルキーを持つ「街区」になったといえるだろう。
　北京にも、街区内には南側に大きく敷地をとる四合院
が存在し、北側の小さな四合院や南北の大街沿いの店舗
住宅と、明確なヒエラルキーが存在していた。
　また、チュニスの中心部では線状組織のスークが徐々
に折り重なることで街区が形成された。これは山の手と
も共通する。さらにスークで囲まれた空閑地に全く別の
用途を入れることも、山の手において、道沿って配置さ
れた敷地集合体と、街区内部の地形で区分されたアンコ
部分が全く関係を持っていないことと共通する。しか
し、山の手では街区のあんこ部分が先に大名屋敷や寺の
敷地として占有されるほうが多いことは、チュニスとは
異なる部分である。
　赤坂の清水谷に形成した下級武家地は、1657 の明暦
の大火直後は田であった。この当時すでに道によって囲
まれた不整形な街区が形成されている。その後下級武士
の屋敷が配置されるが、配置する際には背接する敷地と
の間に明確なＴ字形の「背割り線」を通して敷地割を行っ
ていた。敷地の奥行きは約 30 間であり、番町の旗本屋
敷と同様である。不整形な街区に対しても、江戸の封建
社会の特性上、とにかく同じ面積に分割することを重視
していたことがわかった。
b) 近代化の過程
　明治には江戸時代の武家屋敷の多くが空地と化すが、
その後宅地利用のために街区をつくる。[ 加藤仁美「大
名屋敷跡地における住宅地開発について : 麻布霞町の場
合」第一住宅建設協会 ,1990] では阿部家の大名屋敷が
明治期に街区化する過程を明らかにしている。
　江戸の阿部播磨守の屋敷の構成図では既に格子状に道
が引かれ、御門や上級の武士の住居が計画的に配列され
ていた。中心を貫く大通りは、微地形の尾根に沿ってい
たという。明治 19 年〜 21 年にかけて、大名屋敷の中
心を通る大通りは東京府に上地され、官道となる。その
後も大名屋敷時代の道を引き継いだ通りが通されていっ
た。江戸の屋敷内の道を引き継いだ理由として、微地形
に沿った道であったから、大きく道を変更することが困
難だったと推測される。
　さらに明治から昭和にかけて人口の増加とともに街区
をつくり宅地開発を行う。1909 年高台になった場所に
建っていた邸宅が 1937 年になると消え、新たに道を通
して宅地開発されている例が散見された。邸宅を解体し
街区をつくったものが多く見られたが、どれも地形を読
み込みながら、江戸の組屋敷のように両側町的な宅地開
発を行っていることが分かった。
　市区改正では、江戸以来のまがりくねった狭隘な道の
ネットワークを整備する名目のもと、街路を変化させて
いく。市区改正の計画図を見ると、ある程度の区画を保
ちながら主要な道を通すことで、街中に交通のネット
ワークを張りめぐらせようとしていた。
　しかし、財源不足に悩まされ、計画も縮小・変更の末、
1916 年に計画は打ち切りとなる。だが、受益者負担の
観点から東京市電局から財源を徴収できたため、主に路
面電車を通すための新道建設や、道の拡幅は行われた。
市区改正の手法は彰化の市区改正と同じ性格を持つ。彰
化では、新たな道に接することになった建物が、その後
道に顔を向け店舗住宅をつくりあげていったが、山の手
も同様で、道路計画によって敷地の一部が削りとられた
り、今まで街区の内部に存在した裏の敷地が突然、表通
り出現することで、その建物は道に顔を向け、次第に商
業地化していったと考えられる。
　赤坂の牛鳴坂は尾根の道と谷道をつなつために湾曲し
た道である。市区改正の路面電車の線路の敷設のため、
湾曲した牛鳴坂をと通らずショートカットする直線的な
道 ( 現：青山通り）を通した。道路開通によって、青山
尾根道
谷道
大名屋敷
武家屋敷
寺
町人地
図 11	地形に阻まれ不整形となった赤坂の「街区」
図 12	阿部播磨守屋敷図
（小木新造、陣内秀信「江戸東京学への招待［２］」日本
放送出版協会、1995 内、
加藤仁美『大名屋敷跡地の住宅地形成』)
図 13	牛鳴坂をショートカットする市区改正道路によっ
てできた三角形の街区
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御所の一部と、武家屋敷の後、畑地となっていた場所、
さらに警察署が建っていた土地が一部けずり取られる。
そして牛鳴坂との新道の間に三角形の新たな街区が生ま
れた。道路計画地には警察署が建っていたが、その異動
先として青山御所の三角形の飛び地が当てられた。小さ
な飛び地は御所の土地として用をなさないため、土地が
宮内庁が東京府へ与えられたという。そして赤坂警察署
と赤坂区役所の敷地となったのだった。1909 年の時点
では、三角形の街区に間隔をあけながら建物がぽつぽつ
と建つにすぎないが、1937 年になると、街区に沿うよ
うな建築へと建て替えられている。市電が通ることで表
通りとしての性格が強くなり、それを意識して通りや角
地を意識して建築されたと考えられる。
（３）農村から発生した向島における「街区」
　京島は江戸〜明治頃まで農村として存在していた。そ
の隣にある本所地区は、江戸初期の明暦の大火以降、幕
府によって新市街地として下町の町人地と同じく一辺
40 丈（120m）で計画的に街区を形成する。　
　明治に入ると、工業化に伴い寄宿舎や社宅等を建てる
ため、農道から枝分かれするように道をのばし、宅の開
発を行っていった。当時の農道から枝分かれした袋小路
がその後のさらなる宅地開発とともに、さらに奥へ奥へ
と引きのばされることで、先の道とつながっていく。そ
こで、道に囲まれた区画（街区）が生まれたといえる。
　関東大震災では、焼土と化した本所地区から被害の少
なかった向島地区へ移住するものが増加したため、大正
9 年に向島地区で 64,426 人だった人口は、大正 14 年
には 120,530 人に増加している。しかし、旧東京市 15
区に入らなかった京島は帝都復興事業計画を受けること
なく、農道をベースとした町がそのまま残されていっ
た。一方で隣の向島小梅町付近（現向島 2,3 丁目）の一
帯は土地区画整理を受け、整然とした街並みが形成され
たのだった。
　昭和に入ると「越後三人男」と呼ばれる大工集団が京
島にやってきて、棟割長屋を多数建て人々に賃貸したと
いう。土地を地主から借り受け、そこに多くの長屋を建
設して長屋経営を行なった。農地割を基本としていた京
島や向島において、徐々に地籍が細分化していくが、各
敷地同士は統合されることなく、大正期の地籍内で割っ
ていた。農地割を強い枠組みとして、その中に細分化さ
れた細かな敷地を包括しているといえる。
　特に、第一級の道に接する街区では、どの地籍でも道
沿いのひと皮を分割し、さらに道にそって短冊状に割っ
ていることが分かった。農村時代の道は工業化以降も主
要な道としての位置づけられ、商業地としての価値が
あったからこそ、ガワが細分化されていったと考えられ
る。
　比較的大きな農地割に宅地を形成する際、その内側を
利用するには路地や袋小路をつくるらざるを得ない。第
一級の道沿いには長屋を建て町の顔をつくる裏側で、長
屋の脇から路地をのばして奥にさらに家を建てていっ
た。敷地割の中に土地所有者も住んでいる場合、敷地の
奥に住居をつくっていることが分かった。これはイスラ
ムの都市において、街区の表面は商業地を形成しながら
奥へ道を引き込んで、住居を建てていく形態と共通す
る。
　向島地区の土地区画整理を受けた街区も同様で、区画
整理後の敷地割を枠組みとして昭和 29 年の段階で、か
なり土地が細分化し、売却される。細分化に伴い、路地
を通さなくてはならないほどに細分化が進んでいる。
　グリッドに合理的に敷地が配置された向島では、京島
のように表裏のヒエラルキーはあまり見られず、均質な
街区であるといえよう。
⑶現代の東京における「街区」
a) 公開空地型街区
　現代では、新たな開発の際に公開空地を取ることでそ
の分容積率を割り増しできる総合設計制度がある。公開
空地の確保により市街地環境の整備改善に資する計画を
評価し、容積率、高さ制限、斜線制限などを緩和するこ
とができる。
　デベロッパーによる開発が進む東京においては、この
制度を利用した開発が進められており、いたる所で公開
空地をとるビルが散見される。デベロッパーにとっては
多くのフロアをつくることができ利益となるが、街並み
図 14	京島の道の等級
図 15	農地割の細分化
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という観点から見れば、都市に対して不利益となってい
るのではないだろうか。
b) 集合性を維持する建築タイプ
　銀座には江戸以来街区内部に路地を通すことで、表通
りの店空間と街区内部の生活空間とを明確に住み分けて
いた。現在、街区の表通りと裏通り両方に面するような
大規模なビルが建つ場合も、内側に路地空間を取り込ん
で通り抜けできるようにするなど、街区の特性を受け継
ごうとする意識のあるビルも多く存在している。
４．結論
　下町では、江戸期の京間 60 間の街区は、街区が分割
されても、大きな枠組みとしては残り続けた。そして常
にガワとアンコの関係性を内包していた。一部の土地区
画整理事業によって枠組み自体が変化したものを除け
ば、江戸の街区は都市を構成する単位であり、建築の集
合体を内包する存在でもあり続けたといえよう。
　山の手の「街区」は必ずしも同じ建築の集合体を内包
する役割を持つわけではなく、地形をはさんで異なる敷
地形態を内包していた。
　農村がベースの京島では、農村時代の地割が枠組みと
して建築の集合体が形成されていた。「街区」を構成す
る道は、農道と、大きな敷地内に住宅を密接に建てるた
めの路地である。
　近代の帝都復興土地区画整理では街区形状と敷地割が
不一致となる部分もあった。町の単位も両側町から街区
形の町へ変化したことで、道に寄り添う敷地割である必
要性は薄くなった。
　現代の東京は、近代化の過程で道を媒介とした単位が
薄れ、街区を単に道に囲まれた区画と捉える風潮が強く
なったと考えられる。公開空地を設ける総合設計制度は
それを示す一例である。
　東京の街区は、道を中心とした敷地集合体によってつ
くられている。現在では近代化の大きな変化を経て、街
区とは区画であるという認識が強くなった。現在の街区
の意味を問い直すことが、今後の東京のまちづくりの観
点に必要だといえるだろう。
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図 17	銀座二丁目の街区に建つビル
図 16	公開空地形のビル
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